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 あけましておめでとうございます。今年もはるばる図書館をよろしくお願いします。 

さて、今年は卯年です。「切り株に再び獲物のうさぎがぶつかるのを待つ」という故事から

生まれた「株
くいぜ

を守る」という言葉には、「古くからの習慣にとらわれて、進歩のないこと」

という意味があります。「前と同じでいいや」ではなく「前よりも良くしよう」という姿勢は、

あらゆる場面で重要です。令和5年が、皆さんが自信をもって一歩前進できる、実りの多い

一年になることを願っています。 

★第 1位★ブルーピリオド  山口つばさ／作 

★第 2位★一瞬を生きる君を、僕は永遠に忘れない。冬野夜空／著 

★第 3位★昨日星を探した言い訳    河野裕／著 

うさぎが出てくる物語とい

えばコレ！かわいらしさと

不気味さ、両方を併せ持つ

世界観が人気の秘密です。 

３年生はいよいよ受験シーズンですね。図書室で自

主学習をする人も増えてくると思います。応援の気持

ちを込めて、図書室ではいつも以上に静かに過ごすよ

うにしましょう。 

【不思議の国のアリス】 

ルイス＝キャロル/ 

講談社 

 

 

イベントレポート 
去る12/12に、中里小学校の学校司書の

山口先生をゲストにお迎えし、読み聞かせ

とブックトークを行いました。中里小出身

の人は、山口先生との再会にワクワクした

ことでしょう。またこのようなイベントが

できたらいいなと思います。 

 

「ありがとうが知りたくて」を読んでいただきました。 

「うさぎ」に関係する本 

【楽隊のうさぎ】 

中沢けい/新潮社 

 

 

 

【ラノベ古事記】 

小野寺優/KADOKAWA 

 

 

【あしたがきらいなうさぎ】 

高橋久美子/ 

マイクロマガジン社 

 

 

打楽器担当として吹奏楽部

に入部した引っ込み思案の

中学生・克久の、音楽と青

春にあふれた感動の物語。 

自分の見た目がきらいなう

さぎのウールは、「明日なん

てこなければいいのに！」

と毎日思っていて…？ 

小学校の国語で学習した

「いなばのしろうさぎ」を

ライトノベル風の文章で読

んでみよう！ 


